
審判・ＴＯ・ベンチマナ－についてのお願い（Ｈ２５） 
                             栃木県ミニバスケットボール連盟審判部 
１ 審判について  
（１）審判着をきちんと身に付けましょう。 
（２）スムーズな運営のため、試合開始・ハーフタイムの時間など、きちんと守りましょう。 
（３）帯同審判は、自チームの試合が終わった後の試合を担当します。１試合目の審判は、２試合目のチー 

ムの帯同審判が担当します。 
（４）やむを得ない理由がない限り、登録された帯同審判の方が試合を担当してください。体調不良、仕事、 

その他のやむを得ない理由で帯同審判を用意できないときには、チームで代わりの審判を用意してくだ 

さい。その際には、県の審判部に速やかに連絡をお願いします。また、代わりの審判を用意できない場 

合にも速やかに県の審判部に連絡をお願いします。 
（５）試合が遅れた時には、次の試合まで１０分間を計ってください。試合が終了したら、ＴＯのデジタイ 

マーを動かしてください。 
（６）チームには、公認資格を持った審判員がいることが望ましいです。帯同審判の方は選手のために、審 

判講習会等に参加するなど審判技術の向上に努めましょう。 
 
２ ＴＯについて 
（１）１試合目のＴＯは、３試合目の若番のチームが担当します。４チームでのトーナメントの日（最終日） 

  は、２試合目の若番のチームが担当します。 
  ※この場合、アップ時間確保のため試合間をあけます。２試合目からは、負けチームが担当します。 
（２）ＴＯは子どもたちだけではなく、必ずチームの指導者または保護者の方（ルールの分かる方）がＴＯ  

席の後ろについて指示を与えてあげてください。子どもたちだけでは対応が困難なことの多い場所です。 
 
３ ベンチマナ－について 
（１）メンバー表を５分前までに、ＴＯ席（１Ｑ出場５人に○）と相手チームに提出してください。 
（２）メンバー登録・確認は、１・３Ｑは開始１分前、２・４Ｑは前のクォーター終了後すぐにします。 
  ※４Ｑが３Ｑと同じでも必ず並ばせてください。 
（３）タイムアウトの時は、汗や飲み物などをこぼさないため選手をコートから出しましょう。 
（４）立って指示できるのはコーチかＡ・コーチのどちらか１人だけで、ベンチの幅のみ移動が可能です。 
 

 (５)指導者・保護者の方々は、あくまでも小学生の試合であることを肝に命じ、教育的な配慮をもって 
  試合を行ってください。審判や自分のチームの子どもたち、ＴＯの子どもたちに対しての暴言はやめ 
  ましょう。また、暴力的行為は、どんな場合でも厳に慎んでください。 
   会場・審判主任等の指示に従っていただけない場合には、連盟として毅然とした態度（指導者の退 
  場、大会参加停止の処分等）で臨みます。 
 (６)指導者はベンチ内外の応援についても十分な配慮をお願いします。ベンチ内での鳴り物（足を踏み 
  鳴らす、うちわでたたくなど）やフリースローをする時の妨害（「リバウンド」のかけ声）相手をけ 
  なす言動（「ナイスファウル」などのかけ声）などはやめてください。また、応援席でも公共物の器 
  物破損のないように、また節度ある応援となるようにお願いします。 

 

 
 
４ 大会不参加における審判・ＴＯについて 
 

 (１)帯同審判で試合を行う日は参加ができなくなっても帯同審判を必ず出してください。ＴＯについ 
  ては対戦することになっていたチームが担当してください。 
 (２)連盟割り当ての日は、帯同審判の必要はありません。ＴＯも連盟役員・審判で担当します。 

 

   ※急遽不参加となる場合には、速やかに地区役員を通して県（総務・審判）に連絡をお願いします。 
 
５ その他 
 ・メンバー登録や変更の受付締切に気をつけましょう。背番号が間違っていたり、登録外の選手がいたり  

すると、その選手は出場できない場合があります。 
  ・１２面のボールの使用はしないこととします。従来の８面のボールを用意してください。 
 ・ユニフォームからはみ出すものの着用は、不可とします。 
  ・テクニカルファウルやトラブル等がありましたら、速やかに連絡をお願いします。（県外も同様） 
 【連絡先】県ミニ連審判長 伊東龍一  ryoichi.0221-precious@docomo.ne.jp 


